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1　は　じ　め　に

近年，消費者に食糧の安全性に対する問題意識が広がり，

他方生産者には化学的資材多投による農業生産への疑問反

省がでてきている。このような社会的背景の中で．生産方

法と生物の安全性を重視し，できる限り化学的農薬や化学

肥料を使用せずに生産を行う有機農業が注目されるように

なってきている。有機農業は現在のところ，その性格から

一生産方法というよりも，日本農業のあり方についての批

判的存在であり巨運動としての性格をもっている。有機農

業は生産全体からみるとわずかな量であり，生産者も少数

であるが，社会的背景からも有機農業の展開が農業生産の

あり方に与える影響が大きくなると考えられる。

本報告では，経営活動の内容や理念と経営問題の解決方

法を検討し，有機農業生産者の行動を二つの方面で捉え，

その方向を経営事例の分析により確認し，今後の有機農業

の展開方向について報告した。

2　有機農業生産の方向

生産主休の主体的条件を検討すると，農家の有機農業生

産のあり方・方向に関しては，大きく二つの方向が考えら

れる。

第1の方向は．有機農業の思想を経営理念と一体化させ，

消費者との直接的組織的対応により有機農業生産を行うも

表1調査農家経営概況

のである。この方向では，経営理念として有機農業の思想

を農家がもっていることが重要な基準である。有機農業の

思想をここでは，安全・安心な生産方法と生産物の提供を

目的とすることとしておくが．このような思想・目的を経

営と一体化させ，生産者が自律的に生産手段を制限・選択

し，農家としての充実感を重視し．消費者との組織的取組

みによって，有機農業生産を実現していく方向である。今

後は，貨幣換算できる経済指標だけで経営を展開するので

はなく，生産のあり方や生活の質を充実し，経営を安定さ

せることを重視する農家が増大していくと考えられる。

第1の方向は．一般的な商品生産・流通によるよりも，

自己の生産のあり方を消費者に理解してもらい，消費者と

協力しながら安定的関係を築く方が実現し易い。

第2の方向は，今日的動向として有機農業を「高付加価

値農業」と位置づける方向であり，有機農業の技術と生産

物により市場で高い評価を獲得し，高収益獲得のための経

営上の選択として生産を行う場合である。

この場合は，市場での有機農産物の評価・取り扱いが大

きく左右するので，経営側の主体的条件だけでは成立しに

くいが，展開方向としての可能件を検討する必要がある。

3　経営事例の分析

報告事例の農家は，岩手有機農業研究会の会員農家8テ‾了

を調査したうちの3戸（①・②・③）である。調査方法は
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農家からの聞取調査である。報告する農家の経営概況は，

表1に示したとおりである。

調査農家の考え方，傾向は以下のようにまとめることが

できる。

l）動機・経営理念。ィ．健康や生産物・生産の安全を

優先する。ロ．経済主義への批判，反省。ハ．近代農業の

化学的生産資材多投の反省。二．生態系・環境に対する配

慮。

2）技術的・経営的問題。ィ．非化学系農薬による生態

系保全的防除体系の確立。ロ．輪作体系の確立。ハ．機械

化，省力化の実現。二．産直・産消提携組織の運営。

3）外部組織との関係。ィ．旺盛な日立心。ロ．農協等

の外部組鰍こ対する不信・懐疑。

これらの傾向は，有機農業生産における特徴として把握

することが可能である。

調査農家の経営活動の特徴は．①②③農家とも生産者と

消費者との協議・協力関係が経営のt要な柱となっている。

活動の内容としては，】）価格形成，2）生産品目・出荷

量の決定，3）配送・配達方法の取り決め等があるが，こ

れらのことは両者の協力によりなされ，経常において与件

として扱うしかなかった条件の一部内部化することを実現

している。重要なことは，これらの協議において最終的な

決定の権限は生産者側にあることと．消費者側の理解・協

力が重要な要因となっていることである。このことは，第

1の方向としてのあり方を示している。

他方で，②③農家の一部の取組みとして，商品販売し有

利なもの，高付加価値農業としての営農活動がみられる。

しかしながら，今のところ②③農家でも第1の方向での営

農展開であり，有機農業選択肢の一つとして考えてはいな

い。第2の方向はいまのところ，萌芽的に可能性として事

例農家の取組みの中に存在するだけである。

次に第1の方向を羊休とする①②③農家での農家経済諸

指標を検討し，有機農業における経営経済状況を概観する。

表2は，①②③農家と東北6県の各形態別の農家の農家経

衷2　調査農家と東北地域農家形態別の農家経済指標の比較　　　　　　　　（単位：千円，％）

農　 業 農　 家 家計費 農家経 農　 業
農業所得
による家 農　 業 農　 業 農　 外

所　 得 所　 得 済余剰 依存度 言十費充足
率

粗収益 経営費 収　 入

凸

4 ，0 12 5 ，5 3 2 2 ．4 0 0 3 ．13 2 7 2 ．5 1 6 7 ．2 4 ．6 8 3 6 7 1 1 5 2 0

3，日 5 4 ．3 1 5 1．20 0 3．1 1 5 7 2 ．2 2 5 9 ．6 4 5 5 5 1．4 4 0 1 1 2 0 0

4 ．4 6 3 4 ，6 9 5 2 ．40 0 2．2 9 5 9 5 ．1 1 8 6 ．0 1 0 ，3 6 8 5 ，9 0 5 2 3 2

5．13 0 7 ，9 6 5 6 ．7 0 8 1，4 9 4 6 4 ．4 7 6 ．5 10 ．3 1 3 5 1 8 3 3 2 8 8
2．0 3 7 5 ．2 2 6 3，88 】 1，3 3 2 3 9 ．0 5 2 ．5 3 ．9 0 6 1，8 6 8 3 ，6 2 3

乙7 1 0 3 ．6 0 8 4 ，29 1 ∠＼9 8 1 7 5 ．1 6 3 ．2 7 ．6 7 1 4 9 6 2 1 2 6 6

（牟 養 豚 4 ．2 0 5 4 ．5 6 7 4 ，04 3 1，9 2 7 9 2 ．1 1 0 4 ．0 2 2 ．0 4 5 1 7 ，8 4 0 l：2 9 4

．④ 酪 農 （15 － 2 0 頑 ） 5 ．5 6 8 7 ．14 0 5 ．37 4 1．8 2 2 7 8 ．0 1 0 3 ．6 】5 ．2 3 9 9 ．6 7 0 2 ．6 1 2

2 ．9 1 3 5 ．0 5 5 4 ．73 0 6 0 9 5 7 ．6 6 1．6 6 9 8 8 2 0 0 8 2 6 2 6

1．】2 2 5 ，3 3 4 4 ，6 9 3 1．0 7 3 2 1．0 2 3 ．9 2 ．9 1 4 1 ．7 9 1 4 ，5 7 7
3 ．2 2 3 6 ，2 8 1 5 ．0 0 3 1、9 6 2 5 1．3 6 4 ．4 7 ，9 5 2 1 ．7 2 9 3 ．4 4 4

経　営
余　力

軋Ⅰ）④～⑪は農業経常組級別にみた農家径軋「農家の形態別にみた農家締済」198昨夜より，刺ヒ地域の値。
2）経営余力＝農家経済余剰／家計費＊】00
3）（柳の家計削ま月単位の家計全体の支山から推定したもの。

済諸指標を比較したものである。有機農業でも農業所得率

等では遜色はない。また．農家の経済余剰を農家の家計費

で割って100を掛けた値を経営余力と呼び，農家の経常経

済的余力を家計費との相対的大きさでみている。この経営

余力も，①130，5，②259，6，③95．6となっており，他の

形贋の農家と比較しても十分な値である。

経営余力は家計費と余剰との相対的値であるから，農家

の家計費が小さければ経営余力は大きくなる。①②③農家

とも一見して家計費が少ないようにみえるが，家計費を①

農家400万円，②農家300万円，③農家400万円としても

経営余力はそれぞれ78．3．103．8，57．3という値になり農

家経済として成り立っている。

4　最　　後　　に

第1の方向は，農家の個別の力量と提携・産直組織の力

星に負うており，経常外部の条件の変化に対しては抵抗力

が大きい。第2の方l石目ま，市場評価の動向】如何により大き

く左右され，外部条件が展開を規定する方向である。この

∴つの方向は一つの経常の活動として，補完的に存在する

としても，経営理念としては同時並存することはできない。

また同一地域内に異なる経営理念をもつ農家が存在するこ

とは，農家間にあつれきを生じる可能性をもつ。

技術的経営的問題の解決は，どちらの方向で経営を展開

するにせよ重要な課題であるが，これまで外部組織では有

機農業という位置づけは手薄であったので，この点での外

部組織の取組みが重要である。

生活の質や農業生産が環境に与える影響などの面から．

有機農業が日本農業の中にどのような位置づけを持っよう

になるかを明らかにすることは重要な課題である。今後は

有機農業の経営事例分析を更に蓄積し，有機農業の経営の

存在意義と展開過程を明らかにしなければならない。また

卸売市場を中心とした流通体制と市場評価の動向や農協を・

生協を代表とする外部組織の活動が大きく影響するので，

これらの点を明らかにすることが必要である。
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